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中間期業績予想（連結・単体）の修正に関するお知らせ 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 16 年 5 月 10 日の第 1 四半期決算発表時に公表した当年度中

間期（平成 16 年 1 月 1 日～平成 16 年 6 月 30 日）の業績予想を下記のとおり修正いたします。 

記 

1. 平成 16 年 12 月期 連結中間期業績予想数値の修正                     （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

中間純利益 
又は純損失 

 前 回 発 表 予 想 （ A）  88,700 2,770 2,590 710 

 今 回 修 正 予 想 （ B） 90,800 3,060 2,900 950 

 増  減  額  （B － A） 2,100 290 310 240 

 増  減  率  （ ％ ） 2.4 10.5 12.0 33.8 

前期（平成 15 年 12 月期中間）実績 86,021 1,716 1,664 △429 

2. 平成 16 年 12 月期 単体中間期業績予想数値の修正                     （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

中間純利益 
又は純損失 

 前 回 発 表 予 想 （ A） 78,100 1,860 1,960 210 

 今 回 修 正 予 想 （ B） 80,300 1,670 1,870 190 

 増  減  額  （B － A） 2,200 △190 △90 △20 

 増  減  率  （ ％ ） 2.8 △10.2 △4.6 △9.5 

前期（平成 15 年 12 月期中間）実績 76,080 879 1,216 △655 

3. 修正の理由 

（1）連結 

個人消費の回復基調や比較的天候に恵まれたことを背景に、販売数量は予想に比べ増加し、それに

伴い、売上高および収益は業績予想に比べ増加する見込みであります。 

（2）単体 

販売数量の増加により、売上高は業績予想に比べ増加する見込みでありますが、企業間競争が熾烈

化する中、販売チャネルの変化やパッケージシフト等もあり、収益は業績予想に比べ軽微ながら減少

する見込みであります。 
 
なお、通期の業績予想(連結・単体)につきましては、8 月 3 日（火）に予定しております中間決算発表時

にお知らせいたします。 
以上 


